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〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  再 開 い た し ま す 。 た だ い ま の 出 席 議 員 は １ ０

名であ ります 。 ただち に本日 の 会議を 開きま す 。  

 本 日 の 議 事 日 程 は 、 予 め お 手 元 に 配 布 し て あ り ま す の で 、 御 了 承

願いま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  日 程 第 1、 認 定 第 1 号 か ら 認 定 第１１ 号 まで

平 成 ３ ０ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 及 び 各 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に

ついて を一括 議 題とい たしま す 。  

 決 算 特 別 委 員 会委員 長の報 告 を求め ます。  「 5 番 向 山 議 員 」  

 

〇 ５ 番 （ 向 山 博 ）  た だ い ま 一 括 上 程 さ れ ま し た 、 認 定 第 １ 号 か ら

認 定 第 １ １ 号 ま で の 平 成 ３ ０ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 及 び 各 特 別 会 計 歳

入歳出 決算の 認 定につ いて、 審 査結果 を 御報 告 いたし ます。  

 ９ 月 １ ７ 日 に 設 置 さ れ 決 算 特 別 委 員 会 に 付 託 さ れ ま し た 、 認 定 第

１号か ら認定 第 １１号 につい て 、本日 、委員 会を 開 催し 、提出 され た

決 算 書 、 付 属 資 料 に よ り 、 予 算 の 執 行 が 効 果 的 か つ 適 正 に 処 理 さ れ

ている か慎重 に 審査い たしま し た。  

 そ の 結 果 、 平 成 ３ ０ 年 度 蘭 越 町 一 般 会 計 及 び 各 特 別 会 計 歳 入 歳 出

決 算 は 、 い ず れ も 認 定 す べ き も の と 決 定 い た し ま し た の で 、 御 報 告

申し上 げます 。 以上で ござい ま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  以 上 で 委 員 長の 報告を 終 わりま す。  

 お 諮 り い た し ます。  

 決 算 特 別 委 員 会 の 構 成 は 議 員 全 員 で あ り ま す 。 よ っ て 、 た だ い ま

の 委 員 長 報 告 に 対 す る 質 疑 、 討 論 に つ い て は 、 省 略 い た し た い と 思

います 。これ に 御異議 ありま せ んか  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 質 疑 、討論 は省略 す ること に決定 い たしま した。  

 た だ ち に 採 決 に入り ます。  

 こ れ よ り 、 認 定 第 １ 号 か ら 認 定 第 １ １ 号 ま で 平 成 ３ ０ 年 度 蘭 越 町

一 般 会 計 及 び 各 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て を 採 決 い た し

ます。  

 お 諮 り い た し ます。  

決 算 は 委 員 長 報 告 の と お り に 認 定 す る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。 

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  
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 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 本 決 算 は 委 員 長 の 報 告 の と お り 認 定 す る こ と に 決 定 い た

しまし た。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  日 程 第 ２ 、 報 告 第 １ 号 健 全 化 判 断 比 率 及 び 資

金不足 比率に つ いてを 議題と い たしま す。  

 提 案 理 由 の 説 明を求 めます 。 小林総 務課長 。  

 

〇 総 務 課 長 （ 小 林 俊 也 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 報 告 第 １ 号 健

全化判 断比率 及 び資金 不足比 率 につい て、御 説 明申し 上げま す 。  

地 方 公 共 団 体 の 財 政 の 健 全 化 に 関 す る 法 律 の 規 定 に よ り 、 財 政 状

況 を 判 断 す る 、 基 準 と な る ４ つ の 健 全 化 判 断 比 率 と し て 、 実 質 赤 字

比率、連 結 実質 赤 字比率、実質公 債 費比率、将来負 担 比率、さ らに、

公 営 企 業 の 資 金 不 足 比 率 に つ い て 、 監 査 委 員 の 審 査 に 付 し た 上 で 、

議会に 報告し 公 表する ことに な ってお ります 。  

 ま た 、こ の 健 全 化判断 比率が 、早 期健全 化基準 、財 政再生 基準を 超

えます と健全 化 を図る ための 計 画を策 定する こ とにな ります 。  

そ れ で は 次 の ペ ー ジ の 健 全 化 判 断 比 率 に つ い て 御 説 明 い た し ま す 。 

初 め に 、 実 質 赤 字 比 率 に つ い て で す が 、 普 通 会 計 の 実 質 赤 字 額 の

標準財 政規模 に 対する 比率で す 。  

 本 町 の 場 合 、平 成３０ 年度普 通 会計の 実質収 支 額は 、３億 ７ ，９ ７

６万２ ，００ ０ 円の黒 字で、 実 質赤字 比率は 発 生 いた しませ ん 。  

次 に 連 結 実 質 赤 字 比 率 で す が 、 普 通 会 計 に 公 営 事 業 の 特 別 会 計 を

合わせ た連結 数 値の赤 字の割 合 を示す 比率で す 。  

 本 町 の 場 合 、平 成３０ 年度実 質 収支額 は、４億 ２ ３２万 ５，００ ０

円の黒 字で、 連 結実質 赤字比 率 も発生 いたし ま せん。  

次 に 実 質 公 債 費 比率で すが、 １ ０ ．９ ％です 。  

 一 般 会 計 が 負 担 す る 公 債 費 や 上 下 水 道 事 業 等 の 公 営 企 業 や 一 部 事

務 組 合 な ど の 元 利 償 還 金 に 充 て る 一 般 会 計 か ら の 繰 出 金 及 び 負 担 金

な ど を 加 え た 経 費 の 標 準 財 政 規 模 を 基 本 と し た 額 に 対 す る 比 率 で 過

去３年 間の平 均 値で示 すこと と されて います 。  

 平 成 ３ ０ 年 度 は 、 平 成 ２ ９ 年 度 の 実 質 公 債 費 比 率 ９ ． ８ ％ と 比 較

して、 １．１ ％ 増とな ってい ま す。  

 な お 、 早 期 健 全化基 準は２ ５ ．０％ となっ て います 。  

次 に 将 来 負 担 比 率です が、０ ％ となり ます。  

 一 般 会 計 等 が 将 来 負 担 す べ き 実 質 的 な 負 債 の 標 準 財 政 規 模 を 基 本
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とした 額に対 す る比率 です。  

 平 成 ３ ０ 年 度 は 、 平 成 ２ ９ 年 度 と 同 様 に ０ ％ で 、 基 金 の 充 実 が 主

な要因 と考え ら れます 。  

 な お 、 早 期 健 全化基 準は３ ５ ０％と なって い ます。  

次 に 、 資 金 不 足 比率に ついて 御 説明い たしま す 。  

 公 営 企 業 に お ける 、資金 不足 額 の営業 収益な ど に対す る比率 で す。 

 本 町 に お い て は、簡易水 道事 業 、農 業集落 排水 事 業、幽泉閣 事業 と

全 会 計 余 剰 額 が あ り 、 マ イ ナ ス と な ら な い こ と か ら 、 資 金 不 足 は あ

りませ んので 資 金不足 比率は 発 生 いた しませ ん 。  

 な お 、 経 営 健 全化基 準は２ ０ ％とな ってい ま す。  

な お 、 監 査 委 員 の 審 査 は ９ 月 ５ 日 に 実 施 し て い た だ い て お り 、 審

査意見 書も併 せ て添付 してい ま す。  

 地 方 公 共 団 体 の 財 政 の 健 全 化 に 関 す る 法 律 第 ３ 条 第 １ 項 及 び 第 ２

２条第 １項の 規 定によ り議会 に 報告す るもの で す。  

以 上 で 説 明 を 終 わりま す。   

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て報 告を終 わ ります 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  日 程 第 ３ 、 報 告 第 ２ 号 所 管 事 務 調 査 の 中 間 報

告につ いて、 総 務文教 常任委 員 長から 報告を 願 います 。  

 ６ 番 、 難 波 議 員。  

 

〇 ６ 番 （ 難 波 修 二 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 報 告 第 ２ 号 総 務 文

教常任 委員会 所 管事務 調査 の 中 間報告 をいた し ます。  

  令 和 元 年 第 ２ 回 蘭 越 町 議 会 定 例 会 に お い て 、 閉 会 中 の 継 続 調 査 の

承 認 を 受 け ま し た 本 委 員 会 の 所 管 事 務 中 、 教 育 委 員 会 所 管 の 調 査 が

終了い たしま し たので 、その 結 果を報 告いた し ます。  

調 査 期 間 は 、8 月 ５ 日 、１ 日間 で、出席委 員は、難波 ほか３ 名の委

員 で あ り ま す 。 ま た 、 経 済 建 設 常 任 委 員 会 か ら ３ 名 が オ ブ ザ ー バ ー

参加し ており ま す。  

は じ め に 、 曲 子 光 男 記 念 館 検 討 委 員 会 の 状 況 に つ い て 調 査 を い た

しまし た。  

平 成 ２ ９ 年 に 設 置 さ れ た 、 仮 称 曲 子 光 男 記 念 館 検 討 委 員 会 は 、 約

２年間 の討議 を 経て、 近く答 申 を行う 予定と の ことで した。  

６ 回 に 及 ぶ 会 議 で は 、 様 々 な 意 見 が 出 さ れ て 集 約 に ご 苦 労 も 多 か

ったと 思いま す が、委 員各位 の 真摯な 取 り組 み に敬意 を表し ま す。  
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町 に お い て は 、 平 成 ２ ５ 年 に 絵 画 を 寄 贈 い た だ い て 以 来 、 時 間 も

相当経 過して お ります ので 、検 討 委員会 からの 答 申を十 分参酌 さ れ、 

既 定 方 針 の と お り 公 共 施 設 へ 併 設 す る 必 要 最 小 限 の 収 蔵 ・ 展 示 施 設

につい て、速 や かに検 討の上 整 備され るよう 努 めてい ただき た い。  

収 蔵 ・ 展 示 施 設 を 整 備 す る こ と に よ り 、 町 民 の 芸 術 文 化 活 動 の 充

実 や 学 校 教 育 と 連 携 し た 児 童 生 徒 の 美 術 教 育 の 充 実 な ど 、 町 の 生 涯

学 習 活 動 の 振 興 に 貢 献 で き る と と も に 、 町 の 貴 重 な 文 化 財 産 を 適 切

に保管 してい く ことが 可能に な ります 。  

ま た 、 近 隣 ４ 町 村 が 連 携 す る 後 志 ミ ュ ー ジ ア ム ロ ー ド へ 参 加 す る

こ と に よ り 、 観 光 振 興 や 地 域 活 性 化 へ の 期 待 も 生 ま れ ま す の で 、 積

極的な 推進を 期 待いた します 。  

次 に 、 花 一 会 図 書館の 運営状 況 につい て、調 査 をいた しまし た 。  

花 一 会 図 書 館 は 、 本 年 ４ 月 １ 日 か ら 図 書 館 法 に 基 づ く 公 立 図 書 館

と な り ま し た が 、 以 前 か ら 実 質 的 に 図 書 館 と し て の 活 動 を 行 っ て い

る た め 、 予 算 や 活 動 面 で 大 き な 変 化 は な い も の の 、 新 た に 国 立 国 会

図 書 館 か ら の 貸 出 や 道 立 図 書 館 と の 相 互 貸 借 制 度 へ 加 入 す る と と も

に、来 館した 希 望者へ の複写 サ ービス を開始 し ていま す。  

現 在 の 蔵 書 数 は 約４万 ５，００ ０ 冊、年間貸 出数 は ４万６ ，０ ００

冊ほど ですが 、学 校図書 館を中 心 に据え た図書 館 運営に 努めて お り、 

各 学 校 と の イ ン タ ー ネ ッ ト 連 携 シ ス テ ム の 導 入 や 図 書 館 職 員 の 学 校

巡 回 派 遣 事 業 の 充 実 な ど は 、 他 町 村 図 書 館 の 活 動 を 上 回 る も の が あ

ると感 じます 。  

福 祉 施 設 等 へ の 移 動 図 書 館 活 動 も 定 着 し て お り 、 移 動 貸 出 が 貸 出

総数の 約６割 を 占める のも花 一 会図書 館の特 徴 と言え ます。  

今 後 も 、 図 書 館 ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 の 協 力 を 得 て 、 外 に 飛 び だ す

図 書 館 活 動 を 推 進 す る と と も に 、 今 後 増 大 す る で あ ろ う 利 用 者 か ら

の 要 望 に も 応 え ら れ る よ う 、 必 要 な 施 設 ・ 設 備 の 充 実 に 努 め て い た

だきた い。   

続 い て 、学 校 教 育 アドバ イザー 、部 活指導 員の状 況 につい て、調査

をいた しまし た 。  

学 校 教 育 ア ド バ イ ザ ー に つ い て は 、 学 校 経 営 や 教 員 の 指 導 力 向 上

な ど へ の 指 導 助 言 を 目 的 に 、 本 年 か ら 町 の 独 自 事 業 と し て 取 り 組 ま

れ て お り ま す が 、 学 校 現 場 で 即 時 に 効 果 的 、 具 体 的 な ア ド バ イ ス を

行える ため、 教 員から も好評 を 得てい るとの こ とでし た。   

学 習 指 導 要 領 の 実 施 に 伴 う 新 た な 授 業 づ く り や 年 々 難 し く な る 生

徒 指 導 の 対 応 な ど に つ い て 、 専 門 的 な 知 見 を 有 す る ア ド バ イ ザ ー か
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ら 日 常 的 に 助 言 を 得 ら れ る こ と は 大 変 有 効 で あ る と 思 わ れ ま す の で 、 

今 後 も 継 続 し て 取り組 んでい た だきた い。  

部 活 動 指 導 員 に つ い て は 、 本 年 か ら ２ 名 の 方 を 配 置 し て お り ま す

が 、 以 前 か ら 生 徒 と の つ な が り が 深 い 競 技 団 体 関 係 の 指 導 員 の た め

信頼関 係も良 好 であり 、また 、 教員の 業務負 担 も軽減 されて お り、  

学 校 か ら 大 変 評 価され ている と のこと でした 。  

現 在 、 中 学 校 に は ７ つ の 部 活 動 が あ り ま す が 、 令 和 ３ 年 に は 学 級

減 に よ り 教 員 数 が 大 き く 減 少 す る 見 込 み の た め 、 部 活 動 の 担 当 教 諭

の 確 保 が 非 常 に 難 し く な る こ と か ら 、 今 後 の 部 活 動 の あ り 方 を 検 討

中との ことで し た。  

生 徒 ・ 保 護 者 の 希 望 を 踏 ま え な が ら 学 校 と し て 出 来 る 限 り の 対 応

に 努 め て い た だ く と と も に 町 も 部 活 動 指 導 員 の 拡 大 に つ い て 検 討 さ

れ、他の競 技団 体 へ協力 を求め る ことな ども配 慮 してい ただき た い。 

最 後 に 、 蘭 越 高 等学校 の今後 に ついて 、調査 を いたし ました 。  

現 在 、 蘭 越 高 等 学 校 は 地 域 連 携 特 例 校 と な っ て お り ま す が 、 来 年

度 の 入 学 者 の 状 況 に よ り 再 編 整 備 の 留 保 が 解 か れ て 募 集 停 止 に な る

こ と も 予 想 さ れ ま す 。 こ れ ま で も 努 力 さ れ て お り ま す が 、 小 規 模 校

の 特 性 を 活 か し た き め 細 か な 指 導 の 充 実 や 魅 力 あ る 支 援 制 度 創 設 の

検 討 を 行 い 、 引 き 続 き 来 年 度 入 学 者 の 確 保 に 町 を 挙 げ て 取 り 組 ん で

いただ きたい 。  

以 上 、総 務 文教 常 任委員 会所管 事 務調査 の中間 報 告とい たしま す。 

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て報 告を終 わ ります 。  

  

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  日 程 第 ４ 、 報 告 第 ３ 号 所 管 事 務 調 査 の 中 間 報

告につ いて、 経 済建設 常任委 員 長 から 報告を 求 めます 。  

 ３ 番 、 永 井 議 員。  

 

〇 ３ 番 （ 永 井 浩 ）  た だ い ま 上 程 さ れ ま し た 、 報 告 第 ３ 号 経 済 建 設

常任委 員会所 管 事務調 査の中 間 報告を いたし ま す。  

 令 和 元 年 第 ２ 回 蘭 越 町 議 会 定 例 会 に お い て 、 閉 会 中 の 継 続 調 査 の

承認を 受けま し た、本委員 会の 所 管事務 中 、農林 水 産課 、商工 労働 観

光 課 の 所 管 が 調 査 を 終 了 い た し ま し た の で 、 そ の 結 果 を 報 告 い た し

ます。調 査機関 は ８月２ ２日、１ 日 間で、出 席委員 は 私、永井 ほか４

名 の 委 員 で あ り ま す 。 ま た 、 総 務 文 教 常 任 委 員 会 か ら オ ブ ザ ー バ ー

参加で 難波委 員 長ほか ３名の 委 員が参 加して お ります 。  
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 そ れ で は 最 初 に、農 林水産 課 の調査 結果を 報 告いた します 。  

 １ 点 目 は 、 客 土 事 業 及 び 育 苗 施 設 の 床 土 の 安 定 供 給 の た め の 土 取

場の確 保等に つ いて で ありま す 。  

客 土 ・ 床 土 の 現 状 は 鮎 川 地 区 の 現 在 の 土 取 場 は 地 盤 を 採 掘 し て 採

取 し て い る 状 況 で 、 今 後 の 採 取 は 困 難 で あ る こ と か ら 、 新 た に 現 土

取 場 隣 接 の 鮎 川 １ ３ 番 地 ２ の 一 部 ３ ． ８ ６ ヘ ク タ ー ル を 土 取 り 場 と

して活 用する と のこと です 。面 積 が現在 の土取 り 場より も広い こ と、

後 述 し ま す と お り 、 育 苗 施 設 の 土 の 使 用 料 が 減 少 す る こ と か ら 、 当

面 の 土 量 は 確 保 で き る と と も に 、 現 地 を 調 査 し た と こ ろ 素 人 な が ら

良 い 土 と 判 断 で き ま し た の で 、 今 後 も 農 家 の ニ ー ズ に 対 応 で き る 客

土事業 を展開 で きるの ではな い かと期 待して お ります 。  

吉 国 地 区 の 土 取 場 は 、 育 苗 施 設 の 床 土 と 販 売 用 で 使 用 し て い る と

の こ と で す が 、 床 土 と し て 適 し た 土 が 採 取 で き て お り 、 当 面 は 問 題

ない状 況との 資 料説明 があり ま した。  

ま た 、 来 年 度 か ら 育 苗 施 設 で は 床 土 に 代 わ り 市 販 の ロ ッ ク ウ ー ル

マ ッ ト の 導 入 予 定 な の で 、 床 土 の 使 用 量 の 減 少 と マ ッ ト の 軽 量 化 が

図 ら れ こ と か ら 農 作 業 が 軽 減 さ れ る の で 、 土 の 少 量 化 と 併 せ た 相 乗

効果が できる の ではな いかと 期 待して おりま す 。  

な お 、 鮎 川 地 区 土 取 場 に つ い て は 、 植 林 事 業 を 実 施 し た 造 林 地 で

あるこ とから 、道・国との 協 議を 行 った結 果、補助 金 返還は ないが 起

債の繰 上げ償 還 は必要 との説 明 を受け ました 。  

 次 に 、エ ゾ シ カ 、アラ イグ マの被 害の現 状と対 策 につい て です が 、

農産物 被害が 課 題のエ ゾシカ・ア ライグ マ・ヒグ マ の捕獲・被 害 対 策

につい て、資 料 による 説明を 受 け、午 後は現 地 調査を 行いま し た。  

町 内 の 狩 猟 免 許 取 得 者 が 有 害 鳥 獣 類 を 捕 獲 あ る い は 駆 除 し た 場 合 、

今年度 はエゾ シ カ駆除 1 頭 に つ き １３ ，００ ０ 円、エ ゾシカ 捕 獲 1

頭 に つ き １０ ，４ ００ 円 、ア ライ グ マ 1 頭 に つ き 5,000 円 の 謝 礼 金

を支払 ってい る との報 告を受 け ました 。ま た 、銃 猟・罠猟免 許を 取 得

す る 際 、 免 許 取 得 費 用 の 一 部 を 資 格 取 得 者 へ 補 助 し て お り ７ 月 ７ 日

に 行 わ れ た 試 験 合 格 者 、 銃 猟 免 許 取 得 者 ２ 名 、 罠 猟 免 許 取 得 者 ５ 名

に対し て補助 し て いる とのこ と です 。  

電 気 柵 支 援 事 業 と し て 田 畑 に 設 置 す る 電 気 柵 を 購 入 し た 場 合 、 費

用の一 部を補 助 してお り、平成 ３ ０ 年度 からは 購 入経費 の ２分 の １ 、

上限１ ０万円 と 補助率 を増額 し ており ます。  

さ ら に 、捕 獲用 具 の貸し 出しも し ており 、電 気柵 、エゾシ カ捕獲 用

く く り 罠 、 ア ラ イ グ マ 捕 獲 箱 罠 な ど を 用 意 し 、 随 時 貸 し 出 し て い る
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が 、 利 用 率 が 高 く 被 害 の 深 刻 さ が 浮 き 彫 り に な っ て い る 現 状 で あ り

ます 。しか しな が ら、これま で導 入 してき た箱罠 は 、アライ グマ以 外

の 錯 誤 捕 獲 も あ り 、 今 年 度 に お い て ア ラ イ グ マ 専 用 箱 罠 を 購 入 し 、

対 策 に 力 を 入 れ て お り ま す が 、 被 害 が 年 々 広 範 囲 化 し て お り 尚 一 層

の政策 が必要 と 考えま すし 、中 山 間、土地水 等の 事 業を活 用し 、受 益

者 の 負 担 を 減 少 さ せ る た め の 官 民 一 体 と な っ た 対 策 に 乗 り 出 し て は

との意 見も あ り ました 。  

新 規 事 業 で あ る 鳥 獣 捕 獲 業 務 委 託 に つ い て は 、 エ ゾ シ カ ・ ア ラ イ

グ マ 等 の 有 害 鳥 獣 駆 除 に は 迅 速 な 対 応 が 求 め ら れ る こ と か ら 、 湯 の

里 サ ー ビ ス に 鳥 獣 を 捕 獲 し 、 処 理 施 設 で あ る ニ セ コ 環 境 へ 迅 速 に 持

ち 込 む 業 務 を 委 託 し て お り 、 ７ 月 ま で に ア ラ イ グ マ １ ８ ２ 頭 、 エ ゾ

シ カ ２ ９ 頭 の 実 績 が あ り ま す 。 ニ セ コ 環 境 で の 処 理 費 は １ ト ン た り

１ ０ 万 円 と の 説 明 を 受 け ま し た 。 エ ゾ シ カ や ア ラ イ グ マ 等 は 年 々 増

加傾向 にある こ とから 、農 家被害 、人的 被害 を未然 に防ぐ ために も 、

現 状 調 査 と 対 策 な ど の た め に は 、 必 要 に 応 じ て 予 算 の 増 額 に つ い て

も検討 願いた い と考え ます。  

な お 、 所 管 事 務 調 査 の 前 日 に 、 共 栄 で 熊 が 畑 を 荒 ら し て い る 状 況

写 真 を 確 認 し た の を 受 け て 、 清 水 地 区 に お け る ヒ グ マ 出 没 地 の 現 地

視察を 行い、出 没 農地・罠・設置カ メラの 確認を 行 いまし た。他の 鳥

獣 と は 違 い 、 熊 は 作 物 被 害 に と ど ま ら ず 、 命 に 係 わ る 重 大 事 案 に 発

生する ので、 今 後の更 なる対 策 を望み ます。  

 次 は 、 農 産 物 の 生 育 状 況 に つ い て で す 。 蘭 越 町 の 基 幹 作 物 で あ る

水 稲 作 況 の 概 要 説 明 ・ 現 地 調 査 を 蘭 越 町 米 麦 改 良 協 会 ・ 後 志 農 業 改

良普及 センタ ー の御協 力のも と で行い ました 。  

水 稲 作 況 の 概 要 ですが 、５ 月 、６ 月の初 期段階 で の天候 が良く 、穂

数 が 多 い が 、 過 剰 の 可 能 性 も 考 え ら れ る 。 ま た ５ 月 下 旬 の 猛 暑 に よ

り 穂 揃 い が 悪 か っ た り 、 着 色 粒 が 出 る 可 能 性 も あ り 、 品 質 管 理 が 大

変であ るが 、病 気・カメムシ の被 害 もなく 、例 年 ９ 月 １０日 の稲刈 り

開 始 で す が 、 ８ 月 ２ ２ 日 現 在 で は 、 ４ 日 ほ ど 進 ん で い る と の こ と で

す 。 心 配 な こ と は こ の ま ま の 気 温 状 況 が 続 く と ９ 月 に お け る 高 温 障

害 が 考 え ら れ る の で 、 夜 温 が 下 が る こ と を 願 う こ と と 大 雨 が 降 ら な

い こ と が 懸 念 さ れ る と の 説 明 を 受 け ま し た 。 昨 年 は 作 況 指 数 が や や

不 良 で あ っ た の で 、 今 年 は 、 豊 作 の 秋 を 迎 え ら れ ま す こ と を 祈 る と

ころで ありま す 。  

続 き ま し て 、 商 工労働 観光課 の 調査結 果を報 告 いたし ます。  

は じ め に 、 観 光 振 興 の た め に 採 用 し た 職 員 の 観 光 協 会 と の 関 わ り
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方 等 に つ い て で あ り ま す 。 観 光 振 興 の た め に 採 用 致 し ま し た 職 員 を

交 え て 、 本 町 に お け る 観 光 施 策 の 現 状 と 課 題 及 び 今 後 の 方 針 や 事 業

計画等 につい て 調査い たしま し た。  

商 工 労 働 観 光 課 では、元北 海道経 済部観 光局参 事（ 観光戦 略担当 ）

の 山 口 要 氏 を 迎 え た と こ ろ 、 さ っ そ く 、 昆 布 観 光 案 内 セ ン タ ー で の

本 格 コ ー ヒ ー の サ ー ビ ス の 提 供 を は じ め 、 ホ ー ム ペ ー ジ の 更 新 や フ

ェ イ ス ブ ッ ク を 活 用 し た マ ス コ ミ に 対 す る 情 報 提 供 、 農 業 者 と の 対

話 な ど 積 極 的 な 活 動 を し て お り 、 こ れ か ら の 蘭 越 町 の 観 光 政 策 に 御

尽力い ただけ る ものと 大いに 期 待する ところ で す。  

ま た 、 新 た に 北 海 道 か ら の 補 助 金 を 活 用 し た 外 国 語 併 記 の パ ン フ

レット の作成 や、ポケト ークと い う翻訳 機３ 台 を 幽泉 閣 、街 の茶屋 、

ニ セ コ エ リ ア 情 報 セ ン タ ー に 設 置 し た と の 説 明 を 受 け ま し た 。 今 後

の国際 化に向 け た有意 義な取 り 組みと 高く評 価 できる もので す 。  

蘭 越 町 観 光 協 会 の取り 組み方 針 として、「 住ん で 良し、訪 れて 良 し

の観光 地域づ く り」の実現 を目 指 すため に 、をコ ン セプト に、蘭越 町

特 有 の ゆ っ た り と し た ラ イ フ ス タ イ ル 「 親 戚 家 族 を 迎 え る よ う な 感

覚」で蘭越 町の 観 光振興 を推進 す る。観光地 域づ く りの中 で「 誘客 と

経済効 果の創 出」「基幹 産業 のブ ランド アップ 」「 雇用創 出」「 子供 た

ち の 郷 土 愛 の 醸 成 」「 高 齢 者 の 生 き が い 創 出 」 な ど に 取 り 組 む と し 、

取り組 み に当 た り、検討自 主事 業 、検 討受託 事業 に 事業を 分類し 、そ

れぞれ 短期的 目 標・中期的 目標・長期的 目標を 掲 げ、近隣町 村の 観 光

事 業 に 左 右 さ れ な い 独 自 の 観 光 戦 略 が で き る も の と 期 待 す る と こ ろ

ですし 、観 光協 会 と町民 が話し 合 い、協力し あえ る 場、事務所 など の

早期の 設置を 求 む意見 があり ま した。  

次 に 、 交 流 促 進 セ ン タ ー 幽 泉 閣 ボ イ ラ ー の 現 状 と 今 後 の 対 策 に つ

い て で す が 、 幽 泉 閣 の ボ イ ラ ー は す で に 耐 用 年 数 を 超 え 、 い つ 壊 れ

て も お か し く な い 現 状 と の こ と で す 。 現 在 、 環 境 省 の 補 助 に よ る 温

泉 熱 利 用 の 研 究 調 査 を 実 施 し 、 そ の 研 究 結 果 次 第 で は 経 産 省 の 補 助

による 新型ボ イ ラーの 更新を 図 るとの 説明を 受 けまし た。  

町 の 財 政 負 担 を 極力抑 え、効率 の 良いボ イラー の 設置を 望みま す。 

な お 、 工 事 に よ る 完 全 休 業 は 一 か 月 程 度 か か る 予 定 と 伺 い ま し た

の で 、 営 業 に 支 障 の な い 時 期 に 施 工 す る こ と で 、 可 能 な 限 り 収 益 の

減少を 抑えて い ただき たい。  

ま た 、交 流 促進 セ ンター 幽泉閣 に ついて 、最 近 、観 光客よ りも工 事

関 係 者 の 宿 泊 が 多 い こ と か ら 、 宿 泊 の 売 り 上 げ が 下 が っ て い る と の

こ と で す 。 他 の 宿 泊 施 設 も 工 事 関 係 者 の 予 約 が 多 く 、 観 光 客 等 一 般
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宿 泊 者 と の 料 金 設 定 の 差 が 原 因 と 考 え ら れ る の で 、 今 後 、 料 金 設 定

につい ても 考 え なけれ ばなら な いと思 います 。  

幽 泉 閣 に お け る ロ ビ ー で の 農 産 品 の 取 り 扱 い 品 目 が 多 く 、 売 り 上

げ も 良 い 反 面 、 ２ ヶ 所 の 道 の 駅 の 農 産 品 が 少 な い と の 意 見 が あ り 、

幽 泉 閣 の 職 員 の 努 力 に よ る と こ ろ は 大 で あ る が 、 集 荷 ・ 契 約 農 家 と

の 関 係 ・ 絆 づ く り が 重 要 と 考 え ま す 。 農 産 品 は 観 光 物 品 と し て 重 要

です 。今後 、集荷 のシス テムの 構 築・農産品 の作 り 手の養 成が必 要 と

考えま す。  

全 般 的 に 各 課 そ れ ぞ れ の 政 策 に 真 剣 に 取 り 組 ん で お り 、 大 い に 期

待する ところ で すが 、町 民 の生 命・財産・安全 を担 ってい る理事 者 職

員 の 皆 様 に は ま す ま す の 御 尽 力 い た だ け ま す よ う お 願 い し 、 経 済 ・

建設常 任委員 会 の中間 報告と い たしま す。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順悦 ）  こ れ を も っ て報 告を終 わ ります 。  

 日 程 第 ５ 、 例 月 出 納 検 査 結 果 報 告 に つ い て 、 代 表 監 査 委 員 か ら 報

告 が あ り ま し た の で 、 そ の 写 し を お 手 元 に 配 布 い た し ま し た の で 、

御了承 願いま す 。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  日 程 第 ６ 、 承 認 第 １ 号 閉 会 中 の 継 続 調 査 申 出

書を議 題とい た します 。  

 議 会 運 営 委 員 長 か ら 会 議 規 則 第 ７ ５ 条 の 規 定 に よ り 、 本 会 議 の 会

期 日 程 等 、 議 会 の 運 営 に 関 す る 事 項 に つ い て 、 閉 会 中 の 継 続 調 査 申

出があ りまし た 。  

 お 諮 り い た し ます。  

 委 員 長 か ら 申 出 の と お り 、 閉 会 中 の 継 続 調 査 と す る こ と に 御 異 議

ありま せんか 。  

（「 異 議 な し 」と 呼ぶ者 あり）  

 異 議 な し と 認 めます 。  

 よ っ て 、 委 員 長 か ら 申 出 の と お り 、 調 査 終 了 ま で 閉 会 中 の 継 続 調

査とす ること に 決定い たしま し た。  

 

〇 議 長 （ 冨 樫 順 悦 ）  以 上 を も っ て 、 本 定 例 会 に 付 議 さ れ た 案 件 の

審議は 、全部 終 了いた しまし た 。  

 こ れ に て 、 令 和元年 第３回 蘭 越町議 会定例 会 を閉会 いたし ま す。  

                                        

午 後  ４ 時 ２ ４ 分  閉 会  


